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第 1回 江府町学校運営協議会【概要】 

 

■期 日：令和３年５月２５日（火）１９：００～２１：００ 

■場 所：江府町役場 ２階 多目的室    

 

＜会議出席者＞宮本会長、井上裕吉副会長、井上廉女委員、小椋委員、高津委員、船越委員 

藤原委員、白川委員、山本委員、瀬尾委員、竹内委員（欠席：遠藤委員、川端委員） 

【事務局】富田教育長、景山課長、谷田参事、森田教頭、山本教頭、竹田Ｄ 

 

１ 開会 

教育長、委員自己紹介、事務局説明（学校運営協議会、昨年度の活動について） 

２ 協議 

（１）役員選出 

 宮本会長（引き続き）、井上裕吉副会長（引き続き） 

（２）令和３年度の学校経営方針 重点目標の評価指標について 

①説明（江府小学校 瀬尾校長）令和 3年度江府小学校「学校経営重点化シート」について 

（江府中学校 竹内校長）令和 3年度江府中学校「学校経営重点化シート」について 

②質疑・応答 

 

（３）部会協議 

   部会所属について、昨年度の引き続きとする。（保護者委員は健全育成部） 

   各部会部長は、昨年度より引き続きとする。 

  ※部会協議（30 分程度） 

   〇地域活性化部（小椋部長）〇健全育成部（船越部長）〇学習・行事支援部（高津部長） 

   

委 員 こいのぼりボランティアの参加が部活単位で参加するようにして下さったので生徒も関わり

やすかった。今後もそのような形であれば、参加しやすいと思う。 

竹内校長 今年から部活動がないとバスが出ないので、その辺りがボランティア参加の際に難しくなるの

ではないかと思っている。 

委 員 オンスタ★学習会とはどういうものか。 

事 務 局 昨年度の中学生議会の中で、自分達で教え合う場が欲しいという提案があった。今年度、防災

情報センターの活用ということも含め、事務局で進めたもの。定期考査にかかる部活停止期間

の放課後や休日に学習会を実施した。基本は自分自身でのテスト勉強や子ども達同士の教え合

いとし、必要に応じて大人のスタッフにも聞くことが出来るとした。第１回では平均９名、最

大１１名の参加。実施後のアンケートでは次回も参加したいという感想だった。日本海新聞、

朝日新聞、BSSなどのメディアも取材に来た。 

委 員 今年から中学校教員が小学校へ出向いている。小学校教諭とはまた違った目線で見ていると思

うので、別の目線で見た子供の事をしっかりと共有して欲しい。 

瀬尾校長 担任とは別の先生が授業をする事を子供達も喜んでいる。 

竹内校長 今の６年生と中学生に兄弟関係も多く、今から中学校の様子を知る事が出来て喜んでいると聞

いている。 
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※全体協議 

 

３ その他 

  次回は 7月上旬予定 

４ 閉会 

地 域 

活性化部 

〇下蚊屋荒神神楽体験 

小学校 11/27 日（土）午前、土曜学習として江府小体育館にて。中学校は事前に衣装等の

展示の後 10/30 日（土）午後、日輪祭の一環として町民体育館にて。それぞれ２０分程度。

１か月前より、学校に出向いて打合せ予定。 

〇地域との交流について。 

１案は荒田川のオオサンショウウオを含めた自然観察。専門指導員の手配が必要。子供の

送迎もあるので、保護者も一緒に参加としてはどうか。その他明倫校区の地域の方が参加

とする。２案は町内の草花観察ツアー。専門家や詳しい地域の方に協力をお願いする。保

護者同伴の参加。どちらの案も半日程度で。予算については事務局で検討いただきたい。 

健 全 

育 成 部 

〇ながら見守り活動 

６/14～25 日を強化期間に設定して広報やチラシ配布する。チラシに登下校時間など簡単

な行動予定を入れる。マスコットキャラクターの募集については、募集前にマスコットが

何に使われるのか知らせるべき。誰が選定をするのかも検討が必要。キャラクター募集を

することは良いが検討すべき点がある。募集するのであれば、図書券などの賞品があると

なお良い。その他、のぼり旗や缶バッヂなどの使用が想定されるが、予算の問題がある。 

学習・行

事支援部 

〇小学校の裏山整備 

木が飛び出ていたり、水が流れている箇所があったり、通りにくい部分があったりして危

険な所も多い。山手を流れる井手の漏水ではないかと予想されるが、井手の修繕はすぐに

は難しい為、協力者を募って出来る整備をすることになった。学習・行事支援部と PTA、

子ども達も一緒に 6月 12 日８時～９時で実施予定。 

〇学校農園での野菜作り 

昨年度の反省を踏まえ、今年は 9月頃（昨年度は 10 月）から活動を開始し、声掛けをする

などして前回よりも地域の方の参加を増やしたい。学校お助け隊の方々に参加していただ

いてはどうかという話も出た。 

〇中学校のつながりタイム 

あまり身構えず、気軽に出来ればよいと考えているが、具体的な話は出ていない。部とし

てというよりは、学校運営協議会全体で関わっていけたらよいのでは。 

会 長 部会からの報告で、予算の問題が出てきていた。それぞれで予算をつけていくのか、教育

委員会である程度確保しておく方がよいのか、事務局の方で検討されたい。裏山整備など

のボランティア活動については、委員の皆さんにも案内をしていただきたい。 


